	ニット製品製造業


近年、低調な状態が続いている中、23年は東日本大震災の影響も比較的軽微で、全体的には堅調に推移していた。ただし、24年に入って再び停滞気味となっている。そのような環境下にあって、積極的に新規採用を行う動きは限定的で、従業員の高齢化や後継者不足などの原因などから廃業する動きもみられる。今後については、市場の成熟化が進んでいることもあり、新たなニーズへの対応力、提案力が重要なポイントになるとの話が多かった。
業界の概要

ニットとは、編物のことを意味し、編立方式の違いにより、縦糸を左右の糸に絡ませループを縦方向に形成する経（たて）編と一本の糸で横方向にループを形成する緯（よこ）編に分類される。さらに緯編は、円運動により編目を形成する丸編と往復運動による横編に分類される。それぞれの代表的な衣類製品は、経編がランジェリー等、横編がセーター類等、丸編が肌着、Ｔシャツ、トレーナー等となっており、他に産業資材としての用途もある。主な生産工程は、糸仕入→生地編立→縫製（リンキング）→仕上・加工→検査→出荷となっている。また、横編は、一着丸ごと編み立てる無縫製編機も普及している。
ニット製品業界は、編立業者、縫製業者、一貫生産メーカーに大きく分けられ、一貫生産メーカーであるニットメーカーやアパレルメーカーと問屋、商社などが商品企画開発を行い、社内加工と専門加工業者への委託で生産を行う形態が中心となっている。販売ルートは、問屋を通じて小売店に販売されるルートとニットメーカーなどが通信販売業者や量販店、ＳＰＡ（Speciality Store Retailer of Private Label Apparel　製造小売業）業者向けに直接販売するルートがあり、近年後者の占める割合が増加している。
大阪の特徴

　大阪では、丸編ニット産業が明治時代から産地を形成しており、肌着や靴下などを生産していたが、戦後のカジュアル化の進展に伴い、府内南部地域を中心に横編ニット産業も発展した。

　平成22年における大阪のニット製品製造業は、事業所数でニット生地製造業34、ニット製外衣・シャツ製造業186、ニット製下着製造業27であり、従業者数は同351人、1,778人、460人、製造品出荷額等は同49億5,700万円、278億2,200万円、230億400万円となっている。それぞれの規模は、11年前に比べると、大幅に縮小しているが、全国比率は逆に増加しているものもある（経済産業省『平成22年工業統計表（産業編）』従業者４人以上、大阪府統計課『平成22年大阪の工業』従業者４人以上）。
大阪府のシェアは、横編ニット生地、ニット製アウターシャツ類、ニット製肌着、ニット製ブリーフ・ショーツ類、ニット製スリップ・ペチコート類では全国1位、ニット製成人男子・少年用及び女子・少女用セーター・カーディガン・ベスト類が２位の地位を占めており、全国有数のニット産地であるといえる（経済産業省『平成22年工業統計表（品目編）』従業者４人以上）。

受注は比較的堅調
　ニット業界は、ここ数年市場規模の縮小基調が続いていたが、平成23年は前年比で横ばいから増加で推移した企業が多く、比較的堅調な動きとなっていた。しかし、その受注水準は高くはなく、さらに24年に入って、寒さが長引いたことから、春夏物の動きが悪くなるなど、受注に一服感がみられる。

一方で、東日本大震災に関しては、当時既に春夏物の発注を受けていたこともあり、直接的にマイナスの影響を受けた企業は少なかったが、取引先の展示会の中止や延期、さらに節電に伴う関東を中心とする小売店舗の営業時間の短縮などによる影響は聞かれた。また代替受注については、一部で発注があったとの話はあったが、能力面や取引条件面などから全面的に対応することは難しく、大幅に受注増となる企業はみられなかった。

商品別では、セーターやカーディガンなどの横編商材については、比較的堅調で、特に23年秋冬物はレディースのガウンやカーディガンなどの羽織物が堅調との話があった。また、これら商品は従来からデザイン面が重視される分野であるが、最近の傾向としてイージーケアなどの機能性を求める声も増えている。
丸編商材は、肌着関係は、速乾や発熱、防臭・抗菌などの機能面で特徴を有する商品が近年堅調に推移しているが、カットソーは厳しいとの声が多かった。
また、流通別では、国内市場の景況の不調が続いており、高価格帯中心の百貨店向け商品は全般に不調となっている。一方で、値ごろ感があり、デザインなどに特徴のある小売店向けの商品では比較的堅調なものもみられた。また、近年、衣料分野においてはＷＥＢや冊子を使った通販等のダイレクトマーケティングが堅調との話も聞かれた。
国内生産は二極化
　ニット市場は、近年輸入品のシェアが高く、国内生産は厳しい状況が続いている。また、アパレルや問屋、商社などにおける、発注ロットの小口化や発注時期の遅延化の動きも継続している。
そのため、既存取引先の減少分を新規開拓で補おうとする動きが多く、新規提案や短納期対応などで受注増を実現している企業もあるが、概して新規受注はロットが小さく、十分な受注量を確保できている企業は限られている。
一方で、編立業者や縫製事業者など専門加工業者の廃業の動きも続いており、生産の外注比率の高い業者においては、そのことが受注活動の制限になるとの話も聞かれた。
　設備投資は低迷

当面の受注量が減少しており、また将来の受注増加の見込みも立てにくい状況にあることから、設備投資を実施する企業は限られている。
ただし、外注先の減少に対して、社内製造能力の強化で対応しようとする企業においては、更新投資や増設投資など積極的に設備投資を進める例もみられた。

収益、資金繰りは厳しい
　近年の発注ロットの小口化や受注総量の減少などから生産性向上への取組が難しい中で、取引先の低価格要求も継続していることから、収益の厳しい企業が多かった。さらに、綿や羊毛、原油など各種原材料の価格も高いレベルにあり、利益確保に苦慮する企業もみられた。
しかしそのような中でも、円高を活用した原材料調達コストの低減や業務効率の向上によるコスト体質の改善、自社ブランド事業への進出による高付加価値化などで、収益体質の改善に取り組む企業もみられた。
　雇用環境は依然として厳しい
　近年、厳しい状況が続いているため、積極的に新規採用に取り組む企業は限られている。また実際に採用意欲があっても、縫製経験のある人材が少なく、十分な応募がないとの話も聞かれた。そのため、結果的に従業員の高齢化が進展している企業が多く、特に縫製などの専門加工業者においては、技術伝承が困難となり、廃業に至る例もみられる。

また、従業員の高齢化などから、縫製加工において海外技術研修生を活用している企業もみられるが、その数も減少しているとの話が聞かれた。
輸入は増加傾向に頭打ち
　ニット製品の輸入高を、メリヤス編み及びクロセ編み衣類の動向からみると、13年以降増加傾向が続いており、23年は過去最高となった。最大輸入相手国である中国のシェアも年々増加しており、23年では、輸入額の中で85.2％に達している（財務省貿易統計）。ただし、20年秋以降の世界不況の影響もあり、現状は輸入の増加傾向にも頭打ち感が出てきているとの声が聞かれた。
　一方で、昨今、価格面だけでなく、手加工など国内では対応出来ない加工への対応で中国や韓国の業者を活用する動きもあり、小ロット短納期対応の国内業者と使い分ける企業が増えている。
今後の見通し

　これまでのアパレルなどの発注量の減少傾向が続いていることから流通在庫が減少していること、またカジュアル化の一層の進展などの要因もあり、今後は一定の受注増加が期待される状況にはある。ただし、消費者の低価格志向や買い控え傾向も依然として強いことから、慎重な見通しの企業が多かった。
一方で、自社ブランド事業や新たな開発商品提案など独自の取組で成功している企業では、一定の業績回復を見込む企業もあり、将来見通しは各社により違いがみられた。　　　　　　　　　（小野　顕弘）　　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image1.emf]事業所 従業者数 製造品出荷額等

（箇所）

全国比（％）

（人）

全国比（％）（百万円）全国比（％）

平成11年 85 11.3 794 8.2 12,976 6.5

16年 40 8.6 686 10.1 21,885 15.0

21年 40 10.6 537 9.6 14,156 12.8

22年 34 9.5 351 6.5 4,957 4.7

平成11年 628 13.5 5,980 8.4 91,392 14.4

16年 316 12.6 2,935 7.4 46,126 14.1

21年 201 18.1 1,922 12.2 31,217 24.3

22年 186 18.2 1,778 11.7 27,822 24.0

平成11年 132 16.4 1,899 9.9 47,984 24.2

16年 55 13.2 737 7.9 17,990 19.5

21年 31 11.7 514 8.2 20,963 30.5

22年 27 11.3 460 8.2 23,004 36.6

資料：経済産業省『工業統計表（産業編）』、大阪府統計課『大阪の工業』各年版

（注）従業者4人以上の事業所

ニット生地製造業

ニット製外衣・シャツ製造業

ニット製下着製造業

大阪府のニット製品製造業の推移（従業者4人以上）
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（％）

金額

（％）

都道府県

別順位

（金額ﾍﾞｰｽ）

綿丸編ニット生地 11.9 10.4 3位

合成繊維丸編ニット生地 3.7 4.3 5位

たて編ニット生地 0.1 1.2 5位

横編ニット生地 12.8 16.0 1位

ニット製アウターシャツ類 27.6 21.3 1位

ニット製成人男子・少年用セーター・カーディガン・ベスト類

16.7 17.4 2位

ニット製成人女子・少女用セーター・カーディガン・ベスト類

24.7 17.0 2位

ニット製スポーツ上衣 3.7 3.7 5位

ニット製スポーツ用ズボン・スカート 5.5 5.3 4位

ニット製肌着 30.9 39.3 1位

ニット製ブリーフ・ショーツ類 27.9 27.0 1位

ニット製スリップ・ペチコート類 53.0 46.3 1位

資料：経済産業省「工業統計（品目編）」

（注）従業者4人以上の事業所

主な品目別出荷数量・金額に占める大阪のシェア（平成22年）
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（百万円）

うち中国

（百万円）

中国のシェア

（％）

平成13年 939,960 736,263 78.3

18年 1,206,943 1,043,864 86.5

23年 1,212,205 1,032,654 85.2

ニット製品の輸入高の推移

資料：財務省貿易統計

（※）対象品目は「80705　メリヤス編み及びクロセ編み衣類」
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